
補正予算関連・その他議案に対する会派別態度(3月6日）
１．2002年度補正予算に関連する案件 37件(条例案10件、補正予算６件、一般案件21件）

議 案 名
各会派の態度 結

果
備 考

共 民 自 公 市 ネ ロ と

一般職の任期付職員の採用に関する
条例の制定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決
弁護士や公認会計士など専門的な知識や経験
のあるものを任期を限って任用するため

市民の健康と安全を確保する環境の
保全に関する条例の制定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決
公害防止条例を全面的に改めるもの

名古屋市旅館営業等の施設の構造設
備の基準に関する条例の制定

○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決
地方分権の推進にかかわって、旅館営業等の
施設の構造設備の基準を定める

名古屋市と畜場の構造設備の基準に
関する条例の制定

○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決
地方分権の推進にかかわって、一般と蓄場の
施設の構造設備の基準を定める

名古屋市自転車等の放置の防止に関
する条例の一部改正

○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決
自転車等駐車対策協議会の会長を助役から委
員の互選に改める

名古屋市地区計画等の区域内の建築
物の制限に関する条例の一部改正

○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決
地区計画にもとづき、星が丘地区整備計画区
域内の建築制限を定めるため

名古屋市中高層階住居専用地区建築
条例等の一部改正

○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決
建築基準法改正で項目が変わることによる変
更

名古屋市開発行為の許可等に関する
条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

地方分権の推進にかかわって、年計画法が変
わったため、開発行為に規制を5ヘクタール以
上とするための改正

名古屋市消防団条例の一部改正 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決
小坂小学校の新設によっても、消防団の活動
範囲については当面、従前のままにするため

火災予防条例の一部改正 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決
法改正による。非常電源や避難通路確保など
を改訂

2002年度名古屋市一般会計補正予算
（第5号）

● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

313億7,384万円余。国の経済対策に追従して
空港関連に18億円、街路に41億円、西名古屋
港線に36億円などの構造改革推進型公共事業
に117億円。神の倉中学校の建設に４億円、就
労促進事業に８００万円などセーフティネッ
トの充実に14億円など。その他事業でささし
まライブ24地区の用地取得88億円、五条川工
場建設32億円など180億円。財源を116億円の
借金に依存する。特養などの国庫補助金22億
6719万円を特定資金公共事業債に変える。

2002年度名古屋市市立大学特別会計
補正予算（第2号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決
新病棟・中央診療棟備品の整備費、14億円の
繰越明許。

2002年度名古屋市市街地再開発事業
特別会計補正予算（第2号）

● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決
鳴海駅前の１億4000万円、有松駅前の１億8000
万円の繰越明許。

2002年度名古屋市基金特別会計補正
予算（第3号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

名古屋城整備積立基金からの1300万円を含め
て、名古屋城本丸御殿積立基金に2800万円を
増額。国際交流事業積立基金に1000万円の増。

2002年度名古屋市公債特別会計補正
予算（第2号）

● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

116億3619万円余。うち公共土木事業124億円、
減税補填債9100万円、臨時財政対策債7億5100
万円など

2002年度名古屋市自動車運送事業会
計補正予算（第1号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

4725万円の減。運行総合情報システムの整備
事業費の減額4725万円。バス利用促進施設棟
整備費の補助が認められ財源変更。

契約の締結（比良公営住宅新築工事） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決

1,123,500,000円で大井・日東特別共同企業体。
14階建て、１棟、124戸。2004.12.28完成予定。
西区

契約の一部変更（鳴海小森定住促進
住宅新築工事2002年3月議決）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可
決
完成工期を2003年9月30日から2004年3月25日
に延期する

〇＝賛成●＝反対 －＝退席 ／ 共：日本共産党 民：民主クラブ 自：自民党 公：公明党 市：市民クラブ
ネ:市民ネット ロ：ローカルパーティ名古屋 と：ともにネット



議 案 名
各会派の態度 結

果
備 考

共 民 民 公 市 ネ ロ と

財産の取得（市大病院、診断用機器） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

全身用エックス線コンピューター断層撮影装
置を2組。226,590,000円でフィリップスメディ
カルシステムズ㈱

財産の取得（市大病院、診断用機器） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決
ＲＩガンマカメラ撮影装置を2組。
170,100,000円で東芝メディカル㈱

財産の取得（市大病院、診断用機器） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決
エックス線テレビ撮影装置を2組。
115,500,000円で㈱島津製作所

財産の取得（市大病院、診断用機器） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決
エックスデジタル撮影装置を2組。88,200,000
円でフィリップスメディカルシステムズ㈱

財産の取得（市大病院、診断用機器） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決
コンピューテッド・ラジオグラフィ・システ
ム1式。143,745,000円でコニカメディカル㈱

財産の取得（市大病院、診断用機器） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決
生理機能検査システム1式。
256,095,000円で日本光電中部㈱

財産の取得（市大病院、診療用機器） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決
血管造影撮影装置1式。
113,925,000円で東芝メディカル㈱

財産の取得（市大病院、診療用機器） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決
心血管造影撮影装置2組。261,450,000円でフィ
リップスメディカルシステムズ㈱

財産の取得（市大病院、診療用機器） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決
術野画像システム1式。
124,950,000円で八神製作所

財産の取得（市大病院、診療用機器） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決
胎児・母体管理システム1式。
95,025,000円で八神製作所

財産の取得（市大病院、診療用機器） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決
病棟患者情報モニタリングシステム1式。119,
700,000円で日本光電中部㈱

財産の取得（サイエンスパーク用施
設の買取）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

名古屋市住宅供給公社が立てる鉄筋コンクリー
ト平屋建、2100㎡の建物を研究支援施設用に
取得する。建設費5億8973万円に5年償還とし
た分の利息を加えた金額で買う。

損害賠償の額の決定（野外教育セン
ターでの事件）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

稲武野外教育センターで、1997年9月24日夜の
キャンプファイヤー時に起きた事故で左眼を
失明したことへの賠償金を3553万円とし、保
険で支払われる520万円を差し引いた3033万円
を賠償するもの

市道路線の認定及び廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決
137路線の認定と11路線の一部や全部を廃止。

市の境界の決定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決
守山区の四軒家と尾張旭市庄南町の境界をはっ
きりさせるため

町の区域の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決
守山区竜泉寺1丁目と2丁目が旧字でのこって
いたのを大字吉根字松洞賭する

土地区画整理に伴う町の区域の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決

新出来土地区画整理事業の換地処分による区
域変更。新出来一丁目、筒井一丁目の一部道
路部分が新出来二丁目に

住居表示に伴う町の区域の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決
新出来土地区画整理事業の換地処分による住
居の区域変更。新出来3丁目が新出来二丁目に

市街地における住居表示実施区域及
び当該区域における住居表示の方法

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決
新出来土地区画整理事業の換地処分による住
居表示区域を実施する地域を定める

〇＝賛成●＝反対 －＝退席 ／ 共：日本共産党 民：民主クラブ 自：自民党 公：公明党 市：市民クラブ
ネ:市民ネット ロ：ローカルパーティ名古屋 と：ともにネット



２．議員提出議案
議員報酬と費用弁償の改訂案は2月26日に提案・採決されました

議 案 名
各会派の態度 結

果
備 考

共 民 自 公 市 ネ ロ と

名古屋市会議員の報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部改正

● ◎ ◎ 〇 ○ ● ● ● 可
決
費用弁償の額を15000円から10000円に削
減。財政事情を理由に提案

名古屋市会議員の報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部改正

● ● ● ◎ ● ● ● ● 否
決
費用弁償の額を15000円から10000円に削
減。財政事情を理由に提案

名古屋市会議員の報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部改正

◎ ● ● ● ● ● 〇 〇 否
決
費用弁償を廃止する

名古屋市会議員の報酬の特例条例の
一部改正

● ◎ ◎ ● 〇 ● 〇 ● 可
決
報酬月額の5%カットを一年継続する

名古屋市会議員の報酬の特例条例の
一部改正

● ● ● ◎ ● 〇 ● 〇 否
決
報酬月額を一年間15%カットにする

名古屋市会議員の報酬の特例条例の
一部改正

◎ ● ● ● ● ● ● ● 否
決
報酬月額と期末手当を10%カットする

〇＝賛成●＝反対 ／ 共：日本共産党 民：民主クラブ 自：自民党 公：公明党 市：市民クラブ
ネ:市民ネット ロ：ローカルパーティ名古屋 と：ともにネット

小さいマークは民主・自民提案の議案が可決になったため一事不再議によって採決されることなく
自動的に否決されたことになる。各会派の態度は、事前の態度表明から推計して作成したもの。


